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Can-Do リストの妥当性を検証する

「学生自己評価アンケート」とは？
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CAN-DOディスクリプタの妥当性検証法

多相ラッシュモデル（Multi-faceted Rasch Analysis）

◎学生の自己評価アンケート ＋複数の教員による評定する場合

（ FACETSを利用 ）

➡評定者の判定の厳格度を考慮

CEFR-J作成には1相のラッシュモデルを活用し、IRTを利用



項目反応（応答）理論
（Item response theory： IRT）

• 学生の能力のほかに，項目の識別力，難易度，当て推量度が測定できる



島田（2006：34）

https://opac.tenri-

u.ac.jp/opac/repository/metadata/255/GIK003203.pdf

bl

• d1は正解、

• d2 ~ d4 不正解

b2,

• dl-d3 までは正解,

• d4 は不正解

正解率50％

https://opac.tenri-u.ac.jp/opac/repository/metadata/255/GIK003203.pdf


実際のアンケート調査と分析手順

アンケートの方法

4点尺度により、中・高・大学生からデータ収集



回答状況

・中学生1,685人→Pre-A1からA2.2まで

・高校生2,538人・大学生1,245人→Pre-A1からC2まで

実際のアンケート調査と分析手順



分析方法

・回答を0、1に変換

・IRTアプリであるBilog-MGにより能力値、項目困難度、項目識別度

を算出

・上記の式に代入し、

項目特性曲線（Item Characteristic Curve：ICC）を描画

実際のアンケート調査と分析手順



正の値負の値

確率



リスニングのCAN-DOディスクリプタの識別度と困難度



リスニングのCAN-DOディスクリプタの識別度と困難度



ライティングのCAN-DOディスクリプタの識別度と困難度



ライティングのCAN-DOディスクリプタの識別度と困難度

Can-do項目は学習者の判定と項目作成者の判断と整合性がある



まとめ

• 学習者による自己評価アンケート

• IRTにより項目識別度、項目困難度を推定

• ICC曲線を描画

☝CAN-DO項目作成者の判断と学習者の自己診断との一致・不一致を考察


